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 (百万円未満四捨五入) 

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 
税 引 前 

四 半 期 利 益 
四半期純利益 親会社の所有者に帰

属する四半期純利益 

四 半 期 包 括 

利 益 合 計 額 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 647,096 1.1 126,842 32.0 128,298 26.7 103,867 26.5 103,867 26.5 150,222 △8.5 

2018年３月期第２四半期 639,754 △1.8 96,077 △38.8 101,224 △35.8 82,117 △28.6 82,117 △28.6 164,168 － 

 

 
基 本 的 １ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

希 薄 化 後 １ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

 円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 53.20 53.14 

2018年３月期第２四半期 39.97 39.92 

 
（２）連結財政状態 

 資 産 合 計 資 本 合 計 
親 会 社 の 所 有 者 に 

帰 属 す る 持 分 

親 会 社 所 有 者 

帰 属 持 分 比 率 

 百万円 百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 1,886,926 1,282,685 1,282,685 68.0 

2018年３月期 1,858,205 1,268,289 1,268,289 68.3 

 
２．配当の状況 

 
年 間 配 当 金 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 18.00 － 18.00 36.00 

2019年３月期 － 19.00    

2019年３月期（予想）   － 19.00 38.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

 （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 税 引 前 利 益 当 期 純 利 益 
親 会 社 の 所 有 者 に 

帰属する当期純利益 

基本的１株当たり 

当 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通  期 1,300,000 △0.0 234,000 9.7 236,000 8.2 195,000 18.4 195,000 18.4 100.69 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 

コアベースでの連結業績予想は次のとおりです。 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 コ ア 営 業 利 益 コ ア 当 期 純 利 益 
基 本 的 １ 株 当 た り 

コ ア 当 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
通  期 1,300,000 △0.0 270,000 0.5 221,000 8.2 114.12 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

当社は、会社の経常的な収益性を示す指標としてコアベースの業績を開示しています。コアベースの業績の定義につきましては、添付資

料P.2に記載しています。 

 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

② ①以外の会計方針の変更                ：無 

③ 会計上の見積りの変更                  ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期第２四半期 1,979,823,175 株 2018年３月期 2,068,823,175株 

② 期末自己株式数 2019年３月期第２四半期 59,028,148 株 2018年３月期 92,670,766株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期第２四半期 1,952,409,113 株 2018年３月期第２四半期 2,054,706,917株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

上記の予想及び添付資料に含まれる将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確

実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績

等は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料P.9をご覧ください。 

 

（四半期決算補足資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

四半期決算短信の開示とあわせて四半期決算補足資料及び四半期決算説明会資料を開示しています。 

また、2018年10月31日（水）に証券アナリスト・機関投資家・報道機関向けに決算説明会を開催する予定です。この決算説明会の音声に

ついては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 



 

○添付資料の目次 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２ 

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２ 

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ７ 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ９ 

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………… １１ 

（１）要約四半期連結純損益計算書 …………………………………………………………………………………… １１ 

（２）要約四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………… １２ 

（３）要約四半期連結財政状態計算書 ………………………………………………………………………………… １３ 

（４）要約四半期連結持分変動計算書 ………………………………………………………………………………… １５ 

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………… １７ 

（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………… １８ 

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………… １８ 

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………………… １８ 

     アステラス製薬株式会社(4503)
2019年3月期　第2四半期決算短信

1 



 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明 
 

＜連結業績（コアベース（注））＞ 

当第２四半期累計期間（２０１８年４月１日から９月３０日）の連結業績（コアベース）

は下表の通りです。売上高、コア営業利益、コア四半期純利益はいずれも増加しました。 

[連結業績（コアベース）]                                    （単位：百万円） 

 前第２四半期 

（2018 年３月期） 

当第２四半期 

（2019 年３月期） 

増減額 

（増減率） 

売 上 高 ６３９,７５４ ６４７,０９６ 
＋７,３４３ 

（＋１.１％） 

売 上 原 価 １４８,８１６ １４３,５３９ 
△５,２７６

（△３.５％） 

販 売 費 及 び 

一 般 管 理 費 
２２８,３１４ ２３１,５３０ 

＋３,２１６ 

（＋１.４％） 

研 究 開 発 費 １０７,４８０ ９９,５６６ 
△７,９１４ 

（△７.４％） 

無形資産償却費 １７,９３６ １７,６６８ 
△２６７ 

（△１.５％） 

持分法による損益 △８５６ △６０２ 
＋２５４ 

( - ） 

コア営業利益 １３６,３５３ １５４,１９１ 
＋１７,８３８ 

（＋１３.１％） 

コア四半期純利益 １０６,６３８ １２４,７９０ 
＋１８,１５３ 

（＋１７.０％） 

基本的１株当たり 

コア四半期純利益（円） 
５１.９０ ６３.９２ 

＋１２.０２ 

（＋２３.２％） 

 

 

（注）当社は、会社の経常的な収益性を示す指標としてコアベースの業績を開示しています。当該 

コアベースの業績は、フルベースの業績から当社が定める非経常的な項目を調整項目として 

除外したものです。調整項目には、減損損失、有形固定資産売却損益、リストラクチャリン 

グ費用、災害による損失、訴訟等による多額の賠償又は和解費用等のほか、会社が除外すべ 

きと判断する項目が含まれます。なお、フルベースの実績からコアベースの実績への調整表 

は、決算補足資料の２４ページに記載しています。 
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【売上高】 

連結売上高は６,４７１億円（前年同期比１.１％増）となりました。 

・ 前立腺がん治療剤 XTANDI／イクスタンジのほか、ベシケアとベタニス／ミラベトリッ

ク／ベットミガを合わせた過活動膀胱（OAB）治療剤、免疫抑制剤プログラフ等、主力

品の売上が拡大しました。 

 

【コア営業利益／コア四半期純利益】 

・ 売上総利益は５,０３６億円（同２.６％増）となりました。売上原価率は、製品構成の

変化等により前年同期に比べ１.１ポイント低下し、２２.２％となりました。 

・ 販売費及び一般管理費は、XTANDIに係る米国での共同販促費用が増加しましたが、経

費の効率的な使用やリソース配分の最適化を推進した結果、２,３１５億円（同１.４％

増）となりました。 

・ 研究開発費は､重点後期開発品が計画通りに進捗したことによる費用の増加のほか、新

たな領域・技術への投資拡充に伴う費用が増加した一方、２０１８年３月までにアジェ

ンシス社の研究活動を終了したことなどに伴い、９９６億円（同７.４％減）となりま

した。売上高研究開発費比率は、前年同期に比べ１.４ポイント減少し、１５.４％とな

りました。 

・ 無形資産償却費は、１７７億円（同１.５％減）となりました。 

 

以上の結果、コア営業利益は１,５４２億円（同１３.１％増）、コア四半期純利益は   

１,２４８億円（同１７.０％増）となりました。 

 

【為替の業績への影響】 

当第２四半期累計期間の為替レートは、下表の通りです。これらの結果、前第２四半期累

計期間の為替レートを適用した場合と比べ、売上高においては３５億円の増加、コア営業

利益においては４２億円の増加の影響がありました。 

 

期中平均レート 前第２四半期 当第２四半期 変動 

米ドル/円 １１１ １１０ １円高 

ユーロ/円 １２６ １３０ ４円安 

 

 

 

  

期首・期末の変動 前第２四半期 当第２四半期 

米ドル/円 １円安 ７円安 

ユーロ/円 １３円安 ２円安 
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＜連結業績（フルベース）＞ 

 
当第２四半期累計期間の連結業績（フルベース）は下表の通りです。売上高、営業利益、

税引前四半期利益、四半期純利益はいずれも増加しました。 

 
フルベースの業績には、コアベースの業績で除外される「その他の収益」、「その他の費

用」（減損損失、為替差損等）等が含まれます。 

「その他の収益」として、アジェンシス社保有資産の譲渡に伴う有形固定資産売却益を

計上しました。また、「その他の費用」として、国内事業再編等に伴うリストラクチャリン

グ費用のほか、訴訟関係費用や開発プロジェクトの中止に伴う減損損失等を計上しました。 

これらの結果、「その他の収益」は４７億円（前年同期：１００億円）、「その他の費用」

は３２０億円（前年同期：５０３億円）となりました。 

[連結業績（フルベース）]                                  （単位：百万円） 

 前第２四半期 

（2018 年３月期） 

当第２四半期 

（2019 年３月期） 

増減額 

（増減率） 

売 上 高 ６３９,７５４ ６４７,０９６ 
＋７,３４３ 

（＋１.１％） 

営 業 利 益 ９６,０７７ １２６,８４２ 
＋３０,７６６ 

（＋３２.０％） 

税引前四半期利益 １０１,２２４ １２８,２９８ 
＋２７,０７４ 

（＋２６.７％） 

四半期純利益 ８２,１１７ １０３,８６７ 
＋２１,７４９ 

（＋２６.５％） 

基本的１株当たり 

四半期純利益（円） 
３９.９７ ５３.２０ 

＋１３.２３ 

（＋３３.１％） 

四半期包括利益 １６４,１６８ １５０,２２２ 
△１３,９４６ 

（△８.５％） 
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【主要製品の売上高】 

       （単位：億円） 

 前第２四半期 

（2018 年３月期） 

当第２四半期 

（2019 年３月期） 

増減率 

XTANDI／イクスタンジ １,４０３ １,６４０ ＋１６.９％ 

泌尿器 OAB 製品 １,０７３ １,１６７ ＋８.８％ 

ベシケア ４９７ ４８１ △３.２％ 

ベタニス／ミラベトリック 

／ベットミガ 
５７６ ６８６ ＋１９.１％ 

プログラフ* ９９３ １,００４ ＋１.１％ 

＊プログラフ：アドバグラフ、グラセプター、アスタグラフ XL を含む 

 

◇ XTANDI／イクスタンジ 

・ 売上高は１,６４０億円（前年同期比１６.９％増）となりました。日本、米州、EMEA*

及びアジア・オセアニアの全ての地域で売上が拡大しました。 

◇ 泌尿器 OAB 製品 

・ ベタニス／ミラベトリック／ベットミガの売上高は６８６億円（同１９.１％増）とな

りました。日本、米州、EMEA及びアジア・オセアニアの全ての地域で売上が増加しま

した。また、ベシケアの売上高は４８１億円（同３.２％減）となりました。 

◇ プログラフ 

・ 売上高は１,００４億円（同１.１％増）となりました。主に、アジア・オセアニアで伸

長しました。 

◇ その他の新製品・主要製品の状況 

・ 日本市場では、２型糖尿病治療剤スーグラが２０１８年５月に発売したスージャヌ配合

錠と合わせて売上が増加しました。このほか、新製品である高コレステロール血症治療

剤レパーサ、慢性便秘症治療剤リンゼスなどが引き続き伸長しました。 

・ 米州では、アゾール系抗真菌剤クレセンバの売上が拡大しました。 

 

＊EMEA：欧州、中東及びアフリカ 
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【地域別売上高の状況】 

地域別の売上高は下表の通りです。日本は減少、米州、EMEA、アジア・オセアニアは増

加しました。 

このうち日本市場は、２０１８年４月に実施された薬価改定の影響に加え、高血圧治療

剤ミカルディス等の長期収載品が後発医薬品の影響を受けたことなどにより減収となりま

した。 

（単位：億円） 

 
前第２四半期 

（2018年３月期） 

当第２四半期 

（2019年３月期） 

増減率 

日本 ２,１３０ １,９５３ △８.３％ 

米州 ２,０８４ ２,２７９ ＋９.４％ 

EMEA １,６９１ １,７２３ ＋１.９％ 

アジア・オセアニア ４９４ ５１６ ＋４.６％ 

※地域別売上高については売上元会社の所在地に基づき集計しています。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、資本及び負債の状況 

当第２四半期末（２０１８年９月３０日時点）の連結財政状態計算書の概要及び前期末

からの主な変動は以下の通りです。 

 

【資産】 

当第２四半期末における総資産は１兆８,８６９億円（前期末比２８７億円増）となりま

した。 

＜非流動資産＞当第２四半期末：１兆４１４億円（同２８８億円増） 

・のれんは２,２６４億円（同１３４億円増）、その他の無形資産は４,１１１億円（同 

５８億円減）となりました。 

＜流動資産＞当第２四半期末：８,４５５億円（同１億円減） 

・現金及び現金同等物は３,０６９億円（同２４９億円減）となりました。 

 

【資本】 

資本合計は、１兆２,８２７億円（同１４４億円増）、親会社所有者帰属持分比率は   

６８.０％となりました。 

・四半期純利益１,０３９億円を計上した一方で、剰余金の配当３５６億円に加え、自己株

式の取得１,００４億円を実施しました。 

・在外営業活動体の換算差額が資本の増加方向に３８０億円変動しました。 

・なお、２０１８年５月３１日に自己株式の消却１,３０４億円（８,９００万株）を実施し

ました。 

 

【負債】 

負債の合計は、６,０４２億円（同１４３億円増）となりました。 

＜非流動負債＞当第２四半期末：１,５６７億円（同１１６億円減） 

＜流動負債＞当第２四半期末：４,４７６億円（同２６０億円増） 
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②キャッシュ・フローの状況 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、１,１２１億円（前年同

期比３２億円減）となりました。 

・ 法人所得税の支払額が４０６億円となりました。 

 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、△７８億円（同６４９億

円支出減）となりました。 

・ 有形固定資産や無形資産の取得による支出があった一方で、アジェンシス社保有資産の

譲渡等に伴い、有形固定資産の売却による収入１４６億円等がありました。 

 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、△１,３６５億円（同   

５０６億円支出増）となりました。 

・ 配当金の支払額は３５６億円（同５億円増）となりました。また、自己株式の取得によ

る支出１,００４億円（同５０３億円増）等がありました。 

 

以上の結果、当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は、３,０６９億円（前

期末比２４９億円減）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社は、当期の連結業績予想について、コアベース及びフルベースでの業績予想を開示

しています。 

当期（２０１９年３月期）の通期連結業績予想は下表の通りです。 

 

[通期連結業績予想（コアベース）]                        （単位：百万円） 

 2019 年３月期 

期初予想 

2019 年３月期 

修正予想 

差異 2018 年３月期 

通期実績 

売 上 高 １,２７８,０００ １,３００,０００ ＋２２,０００１,３００,３１６ 

研 究 開 発 費 ２１４,０００ ２１６,０００ ＋２,０００ ２２０,７８１ 

コア営業利益 ２６２,０００ ２７０,０００ ＋８,０００ ２６８,６９８ 

コア当期純利益 ２１０,０００ ２２１,０００ ＋１１,０００ ２０４,３２６ 

基本的１株当たり 

コア当期純利益

（円） 

１０６.９８ １１４.１２ ＋７.１４ １００.６４ 

 

当第２四半期累計期間の状況及び為替の動向を踏まえ、２０１８年４月に公表しました

業績予想（以下、期初予想）から売上高、コア営業利益並びにコア当期純利益を上方修正し

ています。なお、想定為替レートを変更したことにより、期初想定の為替レートを適用した

場合と比べ、売上高は１６７億円の増加、コア営業利益は８億円の減少となる見込みです。 

売上高は１兆３,０００億円（期初予想から２２０億円の上方修正）を予想しています。

XTANDI／イクスタンジ、プログラフ等の売上が期初予想を上回る見通しです。 

販売費及び一般管理費は為替の影響に加え、XTANDIに係る米国での共同販促費用の増加

等により期初予想を上回る見通しです。また、研究開発費は為替の影響等により期初予想

を上回る見通しです。 

以上の結果、当期のコア営業利益、コア当期純利益は、それぞれ２,７００億円（期初予

想から８０億円の上方修正）、２,２１０億円（期初予想から１１０億円の上方修正）を予

想しています。 
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 [通期連結業績予想（フルベース）]                         （単位：百万円） 

 2019 年３月期 

期初予想 

2019 年３月期 

修正予想 

差異 2018 年３月期 

通期実績 

売 上 高 １,２７８,０００ １,３００,０００ ＋２２,０００ １,３００,３１６ 

営 業 利 益 ２６５,０００ ２３４,０００ △３１,０００ ２１３,２５８ 

税 引 前 利 益 ２６６,０００ ２３６,０００ △３０,０００ ２１８,１１３ 

当 期 純 利 益 ２１３,０００ １９５,０００ △１８,０００ １６４,６７９ 

基本的１株当たり 

当期純利益（円） 
１０８.５１ １００.６９ △７.８２ ８１.１１ 

   

コアベースでの業績予想修正に加え、当第２四半期累計期間に計上した「その他の収益」

及び「その他の費用」等を踏まえ、営業利益、税引前利益並びに当期純利益を下方修正して

います。 

前述の通り、売上高、コア営業利益は期初予想を上回る見込みですが、期初予想には織り

込んでいなかったリストラクチャリング費用、訴訟関係費用及びその他の無形資産の減損

損失等の「その他の費用」を当第２四半期累計期間に計上したことなどから、営業利益は    

２,３４０億円（期初予想から３１０億円の下方修正）を予想しています。 

また、税引前利益は２,３６０億円（期初予想から３００億円の下方修正）、当期純利益は

１,９５０億円（期初予想から１８０億円の下方修正）を予想しています。 

 

[通期の想定為替レート] 

２０１９年３月期（想定）：１１０円／米ドル、１３０円／ユーロ 

（第３四半期以降の想定為替レート：１１０円／米ドル、１３０円／ユーロ） 

２０１８年３月期（実績）：１１１円／米ドル、１３０円／ユーロ 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）要約四半期連結純損益計算書 

（単位：百万円） 

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2017年４月１日 

至 2017年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2018年４月１日 

至 2018年９月30日） 

売上高  639,754  647,096 

売上原価  △148,816  △143,539 

売上総利益  490,938  503,557 

     

販売費及び一般管理費  △228,314  △231,530 

研究開発費  △107,480  △99,566 

無形資産償却費  △17,936  △17,668 

持分法による損益  △856  △602 

その他の収益  10,005  4,697 

その他の費用  △50,281  △32,045 

営業利益  96,077  126,842 

     

金融収益  5,633  2,106 

金融費用  △486  △650 

税引前四半期利益  101,224  128,298 

法人所得税  △19,107  △24,432 

四半期純利益  82,117  103,867 

     

四半期純利益の帰属     

親会社の所有者  82,117  103,867 

     

１株当たり四半期純利益     

基本的１株当たり四半期純利益（円）  39.97  53.20 

希薄化後１株当たり四半期純利益（円）  39.92  53.14 

     アステラス製薬株式会社(4503)
2019年3月期　第2四半期決算短信

11 



 

（２）要約四半期連結包括利益計算書 

（単位：百万円） 

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2017年４月１日 

至 2017年９月30日） 

 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2018年４月１日 

至 2018年９月30日） 

四半期純利益  82,117  103,867 

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で 

測定する金融資産 

  

－ 

  

7,847 

確定給付制度に係る再測定  2,053  461 

小計  2,053  8,308 

     

純損益にその後に振り替えられる可能性の 

ある項目 

    

在外営業活動体の換算差額  71,335  38,048 

売却可能金融資産の公正価値の変動  8,663  － 

小計  79,998  38,048 

     

税引後その他の包括利益合計  82,051  46,356 

     

四半期包括利益合計  164,168  150,222 

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  164,168  150,222 
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（３）要約四半期連結財政状態計算書 

（単位：百万円） 

  
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期連結会計期間 

（2018年９月30日） 

資産     

非流動資産     

有形固定資産  181,295  183,309 

のれん  212,976  226,402 

その他の無形資産  416,912  411,140 

売上債権及びその他の債権  25,282  25,845 

持分法で会計処理されている投資  3,138  3,713 

繰延税金資産  97,237  97,733 

その他の金融資産  67,375  85,190 

その他の非流動資産  8,372  8,081 

非流動資産合計  1,012,587  1,041,412 

     

流動資産     

棚卸資産  147,626  149,086 

売上債権及びその他の債権  319,512  323,101 

未収法人所得税  8,412  19,359 

その他の金融資産  13,517  28,501 

その他の流動資産  14,448  18,602 

現金及び現金同等物  331,731  306,867 

小計  835,245  845,514 

売却目的で保有する資産  10,374  － 

流動資産合計  845,619  845,514 

資産合計  1,858,205  1,886,926 
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（単位：百万円） 

  
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期連結会計期間 

（2018年９月30日） 

資本及び負債     

資本     

資本金  103,001  103,001 

資本剰余金  177,219  177,120 

自己株式  △135,951  △105,364 

利益剰余金  976,076  914,177 

その他の資本の構成要素  147,945  193,751 

親会社の所有者に帰属する持分合計  1,268,289  1,282,685 

資本合計  1,268,289  1,282,685 

     

負債     

非流動負債     

仕入債務及びその他の債務  3,515  3,872 

繰延税金負債  26,426  23,604 

退職給付に係る負債  36,673  37,865 

引当金  4,891  4,285 

その他の金融負債  49,422  47,052 

その他の非流動負債  47,370  39,983 

非流動負債合計  168,296  156,660 

     

流動負債     

仕入債務及びその他の債務  140,909  145,832 

未払法人所得税  25,184  26,830 

引当金  126,231  29,540 

その他の金融負債  7,559  11,826 

その他の流動負債  121,737  233,551 

流動負債合計  421,620  447,580 

負債合計  589,916  604,240 

資本及び負債合計  1,858,205  1,886,926 
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（４）要約四半期連結持分変動計算書 

（単位：百万円） 

 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

その他の資本の構成要素 

新株予約権 
在外営業活動

体の換算差額 

2017年４月１日残高 103,001 177,091 △138,207 1,013,923 1,784 99,590 

四半期包括利益       

四半期純利益 － － － 82,117 － － 

その他の包括利益 － － － － － 71,335 

四半期包括利益合計 － － － 82,117 － 71,335 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得 － － △50,175 － － － 

自己株式の処分 － △159 683 △286 △238 － 

自己株式の消却 － － 132,150 △132,150 － － 

配当金 － － － △35,105 － － 

株式報酬取引 － 209 － － － － 

振替 － － － 2,053 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
－ 51 82,658 △165,488 △238 － 

2017年９月30日残高 103,001 177,142 △55,550 930,552 1,546 170,924 

       

2018年４月１日残高 

会計方針の変更 

103,001 

－ 

177,219 

－ 

△135,951 

－ 

976,076 

－ 

1,477 

－ 

128,179 

－ 

2018年４月１日調整後残高 103,001 177,219 △135,951 976,076 1,477 128,179 

四半期包括利益       

四半期純利益 － － － 103,867 － － 

その他の包括利益 － － － － － 38,048 

四半期包括利益合計 － － － 103,867 － 38,048 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得 － － △100,439 － － － 

自己株式の処分 － △281 607 △229 △96 － 

自己株式の消却 － － 130,419 △130,419 － － 

配当金 － － － △35,571 － － 

株式報酬取引 － 183 － － － － 

振替 － － － 453 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
－ △99 30,587 △165,765 △96 － 

2018年９月30日残高 103,001 177,120 △105,364 914,177 1,381 166,227 
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（単位：百万円） 

 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本合計 

その他の資本の構成要素 

合計 
売却可能 

金融資産の 

公正価値の 

変動 

その他の包括

利益を通じて

公正価値で 

測定する 

金融資産 

確定給付 

制度に係る 

再測定 

合計 

2017年４月１日残高 14,629 － － 116,002 1,271,810 1,271,810 

四半期包括利益       

四半期純利益 － － － － 82,117 82,117 

その他の包括利益 8,663 － 2,053 82,051 82,051 82,051 

四半期包括利益合計 8,663 － 2,053 82,051 164,168 164,168 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得 － － － － △50,175 △50,175 

自己株式の処分 － － － △238 0 0 

自己株式の消却 － － － － － － 

配当金 － － － － △35,105 △35,105 

株式報酬取引 － － － － 209 209 

振替 － － △2,053 △2,053 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
－ － △2,053 △2,291 △85,070 △85,070 

2017年９月30日残高 23,292 － － 195,762 1,350,907 1,350,907 

       

2018年４月１日残高 

会計方針の変更 

18,289 

△18,289 

－ 

18,289 

－ 

－ 

147,945 

－ 

1,268,289 

－ 

1,268,289 

－ 

2018年４月１日調整後残高 － 18,289 － 147,945 1,268,289 1,268,289 

四半期包括利益       

四半期純利益 － － － － 103,867 103,867 

その他の包括利益 － 7,847 461 46,356 46,356 46,356 

四半期包括利益合計 － 7,847 461 46,356 150,222 150,222 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得 － － － － △100,439 △100,439 

自己株式の処分 － － － △96 0 0 

自己株式の消却 － － － － － － 

配当金 － － － － △35,571 △35,571 

株式報酬取引 － － － － 183 183 

振替 － 7 △461 △453 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
－ 7 △461 △549 △135,826 △135,826 

2018年９月30日残高 － 26,143 － 193,751 1,282,685 1,282,685 

     アステラス製薬株式会社(4503)
2019年3月期　第2四半期決算短信

16 



 

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2017年４月１日 

至 2017年９月30日） 

 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2018年４月１日 

至 2018年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  101,224  128,298 

減価償却費及び無形資産償却費  32,213  31,845 

減損損失及びその戻入益  36,731  7,574 

金融収益及び金融費用  △5,146  △1,456 

棚卸資産の増減額  27,972  3,638 

売上債権及びその他の債権の増減額  9,599  5,689 

仕入債務及びその他の債務の増減額  △66,057  △11,423 

その他の調整  13,017  △11,451 

営業活動から生じたキャッシュ・フロー  149,553  152,713 

法人所得税の支払額  △34,295  △40,626 

営業活動によるキャッシュ・フロー  115,258  112,086 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出  △10,222  △9,142 

有形固定資産の売却による収入  353  14,574 

無形資産の取得による支出  △5,596  △9,857 

売却可能金融資産の売却による収入  6,959  － 

子会社株式の取得による支出  △61,567  △1,426 

利息及び配当金の受取額  885  1,420 

その他  △3,478  △3,343 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △72,666  △7,773 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

自己株式の取得による支出  △50,175  △100,439 

親会社の所有者への配当金の支払額  △35,105  △35,571 

その他  △593  △465 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △85,873  △136,474 

     

為替レート変動による影響  10,281  7,297 

現金及び現金同等物の純増減額  △32,999  △24,864 

現金及び現金同等物の期首残高  340,923  331,731 

現金及び現金同等物の四半期末残高  307,923  306,867 
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下を除き、前連結会計年度の連結財務諸表におい

て適用した会計方針と同一です。 

なお、当第２四半期連結累計期間の法人所得税は、見積年次実効税率を基に算定しています。 

 

当社グループは、第１四半期連結会計期間より、以下の基準を適用しています。 

IFRS 新設・改訂の概要 

IFRS第９号 金融商品 金融資産及び金融負債の分類及び測定、減損並びにヘッジ会計に関する改訂 

IFRS第15号 顧客との契約から

生じる収益 

収益認識に関する包括的なフレームワーク 

当社グループの要約四半期連結財務諸表への重要な会計方針の変更の内容や影響は以下のとおりです。なお、IFRS第

９号及びIFRS第15号の適用にあたり、経過措置として認められている累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用し

ていますが、当第２四半期連結累計期間の利益剰余金期首残高への影響はありません。 

 

（IFRS第９号「金融商品」） 

① 当初認識及び測定 

金融資産及び金融負債は、当社グループが金融商品の契約上の当事者となった取引日に認識しています。 

金融資産及び金融負債は、重大な金融要素を含んでいない営業債権を除き、当初認識時に公正価値で測定していま

す。純損益を通じて公正価値で測定する金融資産（以下「FVTPLの金融資産」）及び純損益を通じて公正価値で測定

する金融負債（以下「FVTPLの金融負債」）を除き、金融資産の取得及び金融負債の発行に直接起因する取引コスト

は、当初認識時において、金融資産の公正価値に加算又は金融負債の公正価値から減算しています。FVTPLの金融資

産及びFVTPLの金融負債の取得に直接起因する取引コストは純損益で認識しています。 

 

② 金融資産 

当社グループはすべての金融資産を当初認識時に、「償却原価で測定する金融資産」、「その他の包括利益を通じ

て公正価値で測定する金融資産（以下「FVTOCIの金融資産」）」又は「FVTPLの金融資産」に分類しています。 

 

(a) 償却原価で測定する金融資産 

以下の条件がともに満たされる場合には、償却原価で測定する金融資産に分類しています。 

・契約上のキャッシュ・フローを回収するために金融資産を保有することを目的とする事業モデルの中で保有さ

れている。 

・契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払のみであるキャッシュ・フローが所定の日に生じる。 

当初認識後、実効金利法による償却原価から減損損失を控除した金額で測定し、実効金利法による利息収益は純

損益で認識しています。 

 

(b) FVTOCIの金融資産（負債性金融資産） 

以下の条件がともに満たされる場合には、FVTOCIの金融資産（負債性金融資産）に分類しています。 

・契約上のキャッシュ・フローの回収と売却の両方によって目的が達成される事業モデルの中で保有されている。 

・契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払のみであるキャッシュ・フローが所定の日に生じる。 

当初認識後、公正価値で測定し、減損利得又は減損損失及び為替差損益を除き、公正価値の変動から生じる評価

損益はその他の包括利益で認識しています。当該金融資産の認識を中止する場合、その他の資本の構成要素に計上

されている累積損益を、純損益に組替調整額として振り替えています。 
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(c) FVTOCIの金融資産（資本性金融資産） 

資本性金融資産は、一部を除いて公正価値の事後の変動をその他の包括利益に表示するという取消不能な選択を

行っており、FVTOCIの金融資産に分類しています。 

当初認識後、公正価値で測定し、公正価値の変動から生じる評価損益はその他の包括利益で認識しています。当

該金融資産の認識を中止する場合、又は公正価値が著しく下落した場合には、その他の資本の構成要素に計上され

ている累積損益を利益剰余金に振り替えています。当該金融資産に係る受取配当金は、投資金額の一部回収である

場合を除き、純損益として認識しています。 

 

(d) FVTPLの金融資産 

償却原価で測定する金融資産及びFVTOCIの金融資産に分類されない金融資産をFVTPLの金融資産として分類してい

ます。 

当初認識後、公正価値で測定し、公正価値の変動から生じる評価損益、受取配当金及び利息収益は純損益として

認識しています。 

 

③ 金融資産の減損 

当社グループは、償却原価で測定する金融資産又は負債性金融資産のうちFVTOCIの金融資産に分類された金融資産

に係る予想信用損失に対する損失評価引当金を認識しています。 

損失評価引当金の測定は、各四半期末日において、当該金融資産に係る信用リスクが当初認識以降に著しく増大し

ている場合は、当該金融資産に係る全期間の予想信用損失に等しい金額とし、当該金融資産に係る信用リスクが当初

認識以降に著しく増大していない場合は、当該金融資産に係る12か月の予想信用損失に等しい金額としています。 

ただし、営業債権や契約資産に係る損失評価引当金については、常に全期間の予想信用損失と同額で測定していま

す。 

 

④ 金融負債 

当社グループはすべての金融負債を当初認識時に、「FVTPLの金融負債」又は「償却原価で測定する金融負債」に

分類しています。 

 

(a) FVTPLの金融負債 

デリバティブによって認識した金融負債、FVTPLの金融負債として指定した金融負債及び企業結合において認識し

た条件付対価のうち金融負債の定義を満たすものをFVTPLの金融負債に分類しています。 

当初認識後、公正価値で測定し、公正価値の変動から生じる評価損益及び利息費用は純損益として認識しています。 

 

(b) 償却原価で測定する金融負債 

FVTPLの金融負債として分類されない金融負債を償却原価で測定する金融負債に分類しています。 

当初認識後、実効金利法による償却原価で測定しています。 

 

⑤ 認識の中止 

金融資産については、金融資産から生じるキャッシュ・フローに対する契約上の権利が消滅した場合、金融資産の

キャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を譲渡し、当該金融資産の所有に係るリスクと経済価値のほとんどすべ

てを移転した場合、又は金融資産のキャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を譲渡したが、当該金融資産の所有

に係るリスクと経済価値のほとんどすべてを移転したわけでも、ほとんどすべてを保持しているわけでもなく、かつ、

当該金融資産に対する支配を保持していない場合に、当該金融資産の認識を中止しています。 

金融負債については、金融負債が消滅した時、すなわち契約中に特定された債務が免責、取消し又は失効となった

場合に、当該金融負債の認識を中止しています。 

 

IFRS第９号の適用による、当社グループの要約四半期連結財務諸表への重要な影響はありません。なお、IFRS第９

号の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来、売却可能金融資産に分類していた金融資産を、FVTOCIの金融

資産として分類しています。 
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（IFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」） 

当社グループは、以下の５ステップに基づき、収益を認識しています。 

ステップ１：顧客との契約を識別する。 

ステップ２：契約における履行義務を識別する。 

ステップ３：取引価格を算定する。 

ステップ４：取引価格を契約における履行義務へ配分する。 

ステップ５：履行義務の充足時点に（又は充足するにつれて）収益を認識する。 

 

① 医薬品の販売 

医薬品の販売による収益は、当社グループが移転を約束した医薬品に対する支配を顧客が獲得した時点で認識して

います。医薬品に対する支配は、通常、医薬品が顧客へ引き渡された時点で顧客に移転すると判断しています。取引

価格に割戻、値引及びその他顧客に支払われる対価等の変動性のある金額が含まれている契約については、これらの

変動対価を期待値又は最頻値により見積り、顧客から受領する対価から控除しています。 

 

② ロイヤルティ収入 

当社グループは、第三者に製品の製造や販売、技術の使用等を認めた契約によるロイヤルティ収入を得ています。

ロイヤルティ収入には、契約一時金、受取マイルストン及びランニング・ロイヤルティが含まれます。関連する履行

義務の内容に応じて、履行義務が充足された時点において一時に、又は、履行義務が充足されるにつれて、一定期間

にわたり、収益を認識しています。 

 

IFRS第15号の適用による、当社グループの要約四半期連結財務諸表への重要な影響はありません。なお、IFRS第15

号の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来、「引当金」として表示していました販売関連引当金の一部を、

返金負債として「その他の非流動負債」及び「その他の流動負債」に含めて表示しています。 
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